
          たかくらだより 
北九州市立高蔵小学校校長 城戸 祥次 
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学校ホームページ https://www.kita9.ed.jp/takakura-e 

【学校教育目標】「心身ともにたくましく、自立した子どもの育成」 
 

５年生が１２月５日に、自
然教室に行きました。本来な
らば１泊２日で実施する予定
でしたが、５年生をはじめ全
校でインフルエンザ様疾患の
罹患者がとても多く、学級閉
鎖になっている学年もあるた
め、前日に急遽日帰りでの実
施に変更しました。 

場所は、本年度より若松区
の「玄海青年の家」。出発時に
は今にも雨が降りそうな空模
様でしたが、子どもたちの元
気な活動の勢いにおされて、
急速に晴天へと変わっていき
ました。 

 

 

 

 

 
 

 

った時
の“見る目”が変 

わりそ
うですね。 

玄海青年の家に到着すると、すぐに入所式をし、さっそく午前のプログラムへ。クラスごとに
場所を変えてボルダリングとドッジビーをしました。特に、ボルダリングは、ほとんどの子が未
経験で、指先とつま先に力を入れて体を支えるのはなかなか難しく、最初は苦戦していましたが、
仲間の大きな声援や励ましのおかげで、ゴールまでたどり着きました。歓声が館内に響いていま
した。また、午後からは、OL ビンゴラリー。頓田貯水池というたいへん大きな池をオリエンテ
ーリングしながら一周し、暗号を見付けて回るゲームです。グループごとに約９０分間歩いて回
るのですが、子どもたちはとっても元気。道々にある自然物や鳥などに目を奪われながらも、暖
かい日差しのもと、楽しそうに活動していました。あいにく宿泊はできませんでしたが、多くの
子から「楽しかった!!」という声が。ルールや時間もきちんと守り、とてもよい体験になり、あと
４か月で６年生に進級する心構えもちょっぴりできたようです。 

 

 

↑ボルダリングに燃えました。みんなの声援があたたかかった・・ ↑絶品のこんにゃくカレー。おかわり続出 

↑入所式で元気よく歌う校歌が素敵でした ↑OLビンゴラリー、90分かけて貯水池を一周。元気があふれていました 
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12月の主な行事 

１９日（火） 北九州学力調査 ４・５年生 
 個人懇談会（～２０日） 

２１日（木） 給食終了 
２２日（金） ２学期終業式 
 

◆12 月のスクールカウンセラー来校日◆ 
１日午後 ８日午前 １５日午後 

   学校閉庁日 ２７日・２８日・４日 
※３学期始業式 １月９日(火) 

 

             ☆食事が楽しみな家庭にしよう☆ 
子どもたちにとって，食事は一緒がうれしいのです。愛情が，おいしいのです。食事の時に，話をたくさん聞いてあげてください。  

す。 

 

子育て親育ちのための「北九州市子どもを育てる 10 か条」again 

人権週間 自分の周りのひとに「ありがとう」 
毎年 12 月 10 日は「世界人権デー」という、世界中の人々が人権について考 

えようとする日があり、日本ではその日を挟んだ 1 週間を人権週間としています。 
「人権」…生まれながらにしてもっている「自分らしく生きる権利」。計算が得 

意、足が速い、友達をつくるのが得意・・そんな一人一人の「違い」を認め合っ 
たり、自分や友達のよいところを見付けたりして、それぞれが大切なかけがえの 
ない存在であることを、改めて見つめ直そうというのがこの人権週間の意義です。 
高蔵小学校もこの取組の一環として 12 月 8～13 日を人権週間に設定し、取り組みました。 
この 5 日間、給食中に、人権週間の意義や、校長による人権の話、12/8 太平洋戦争開戦の日

の話と、各学年の代表児童による「ありがとうの手紙」の発表を放送しました。「ありがとうの
手紙」には、友達や家族、先生や地域の 
方への日頃言えない「ありがとう」がぎ 
っしり書き 
込まれてい 
ました。 

３年生が、「ミュージアム・ツアー」に出かけました

  14 日に、3 年生は北九州市立美術館が主催する「ミュージ 

アム・ツアー」に出かけました。この取組は、美術作品の鑑賞 
をはじめとした体験を通じ、子どもの好奇心を刺激し、様々な 

感性と創造力を培い、地域文化の継続と担い手の育成と、子ど 

もたちのシビックプライドの醸成を図るのがねらいで、市内小 

学校３年生が対象の事業です。 
６名程度の小グループに分かれて、１グループに１名のガイ 

ドスタッフが引率。美術作品の鑑賞、建築の見学、美術館から 

の市内の眺望という３つの体験をしました。とても大きな美術 
館や絵画等の芸術品に、子どもたちは関心をもって鑑賞し、いろんな質問や感想をスタッフの方

に伝えていました。 

 ４年生「行ってみたい世界の国を調べよう」発表会
  ４年生は、総合的な学習の時間に「行ってみたい世界の国 
を調べよう」というテーマで学習してきました。一人一台持 
っているタブレットを使って、興味をもった国について検索 
し、たくさんのデータや画像を集め、プレゼンテーション作 
成ソフト「パワーポイント」に整理していく活動です。聞き 
手に分かりやすく、興味をもって聞いてもらえるように、そ 
の国の国旗などの基本的なデータはもちろん、食や自然、世 
界遺産まで、レイアウトやアニメーションに工夫を凝らして 
まとめ、発表し合いました。あっという間にパワーポイント 
の使い方を覚え、駆使する子どもたちの成長には驚きです。 
 

 
 

 

 
自分が行ってみたい国を 

選び、 

 

↑「ありがとうの手紙」を校内放送で読み上げる 

↓全学級の「ありがとうの手紙」を掲示 


